
3.カ リキュラム実施に向けて

「幼保小の架け橋プログラム」・

『架け橋期のカリキユラム」の実施に向けて

～南部幼小モデル校・目から

竹日市全体の取組へ～

「『竹田市架け橋期のカリキュラム』開発
会 議 J(教育長参力8)

【構成員】18名

:モデル校 校長・教諭
・モデル園 副口長・教諭
。こども園代表 園長 (市 町村幼児教育アドバイザー)

・保育所代表 所長 (市 町村幼児教育アドバイザー)

・私立幼稚園代表 園長
・大分大学教育学部 准教授
・大分県教育庁幼児教育センター 2名

*う ち l名「架け橋期のコーデイネーター」
・作業療法士 (「 体つくリプログラム」を行うため)2名
・保護者代表 (図・小学校各 l名 )2名
・社会福祉課 (課長を含む)  2名
・学校教育課 (課 長を含む)  2名

辮

架ιす橋期のカリキユラムの作成までに

(由響幼小■デル校・日)「『 竹田市架け橋期のカリキュラム』開発作業

部会」
*主としてモデル校・国が作業
【構成貫】場合にようては,校。国に分かれて作業
・モデル校

校長 (園 長兼務 )・ 教頭 (副 園長兼務),教務・I年 生担任
・モデル園 全員
・県教育庁幼児教育センター

(架 け橋期のコーデイネーター)

・学校教育課指導主事

*拡大作業部会の場合

【構成員】
・開発会議委員の幼児教育施設の長 3名
・モデル校園代表 I名

・県教育庁幼児教育センター 2名

・学校教育課 (課長を含む)

・社会福祉課
→作業部会の途中経過を委員の人分大学教育学部麻生

教授に報告し,指導 ,助 言を得る

r架け橋期のカリキュラム開発会議の設置

r架け橋期のカリキュラム開発作業部会」の設置

I.事例をとる

2.遊びや学びのプロセスを見取る

3.「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を

手掛かりに資質・能力等を見取る

4.互 いのつながりを考える

見える化 互いの理解



①②③④⇒竹田市で共通しておこなうもの
「竹田市架け橋期のカリキュラム開発会議 作業部会」で作

成したもの

P3
P5

架け橋期のカリキニラムの作成について

商部幼小モデル校・園中βせに

「竹田市架け橋期のカリキュラム(由部幼小モデルプラン)」

「竹田市架け橋期のカリキュラム(作成の視点)」

主体的に学び串嘉と観 十■子と持 ‐
― 寺調1叫
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①『架け橋期に期待する子ども像」(共通)

「架け橋期に期待する子ども像」を市町村の教育
ビジョンや現在の子どもの姿等から設定する

⑤⑥⑦う各国・小学校で作成するもの
現在していることを各国・小学校で見直し,共通理解を図り

ながら作成するもの

「架け橋期に期待する子ども像」をどのようにして設定したか r架け橋期に期待する子ども像」をどのようにして設定したか

1年生5歳児0～ 5歳 ～ 18歳 教育委員会がとりまとめる

カリキュラム開発会議 (架け橋協議会等)で協議・決定

研修会を踏まえ,竹田市の教育ビジョンや現在の子どもの姿等をもとに、「架

け橋期に期待する子ども像」ιこついて、各小学校・園からアンケートをとる

今和4年度「幼保こ小合同研修会」(ブロック別・全教職員参加)

【目的】幼児教育と小学校教育の連携と接続・「架け橋プログラムJの理解
【内容】・小学校 i年生の授業公開

。講義・演習「幼児教育と小学校教育の連携と接続の推進について

～『 架け橋プログラム』の実施に向けて～」

架け橋期に
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②「架け橋期に期待する子ども像」め

具体化 (共通)

「架け橋期に期待する子ども像」に向けて;

幼児期の終わりまでにどのような資質・能

力を育みたいか,子どもの姿を具体化する
「考えをもち表現する子」
「伝え合い認め合う子」
「探究βせをもち粘り強く取り組む子」

③遊びや学びのプロセス (共通)

「架け橋期に期待する子ども像」の育成に向けて,

遊びや学びのプロセスをどのように深めていくのか

④5歳児に姓要な経験や体験 (共通)

②のような子どもたちを育てるには,5歳児には
どのような経験や体験が終要なのか

▼感じ募 →を

韓 々な立来事や策常 に跛れ務 した ことや考 えた ことを縦現 して桑 じお (歌 う、楽岳 を使う、小 く、つ くるなど)



⑤各国で展開される主な活動(各国で)

④を踏まえ,ねらいに基づいた各国で展開される

主な活動 (幼小交流活動を含む)

*【 】は遊び・活動例
*◇遊びの中で期待する「幼児の終わりまでに育って

ほしい姿」(到注目標ではない)

⑤ I年生の生活科を中Bせとした単元構成

(各小学校で)

育ってほしい姿」
*太字の教科名=合科的・関連的指導を行う教科
*「スタTトカリキュラム」の位置づけ(実施時期等)

*【単元名】◎主たる内容・(数字)内容
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*「期待する子ども (像 )」 の育成に

向けてどうすればいいかも考える

⑦家庭や地域との連携 (各国・小学校で)

O幼児教育と小学校教育のつながりや「架け橋期の

カリキュラム」について,どのように理解を図るか

0園・小学校で共通して行うこと
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架け橋期のカリキユラムの評価・改善

(南部幼小モデル校・園にて)

架 け橋期 のカリキュラムの評価・改善

(商部幼小モデル校・目にて)

架け橋期のカリキュラムの作成に向けて

(市内全校・園にて)

濠
‐

南部小学校・幼稚園の公開授業・保育

及び幼小合同研修会 (R5年 6月 。II月 )

。「期待する子ども像」に沿った授業 !保育の検証 、P17
・「竹田市架け橋期のカリキュラム(由部幼小モデルプラン)」 改訂版の

発行  ( P3
・遊びや学びのプロセスシート発行 P21

(南 部幼稚園・小学校の実践からプロセスと資質・能力を見取ったもの)

。幼小「学びのつながり」シート(南 部幼稚園)発行 (協働)I P41
⇒「学びのつながり」の見える化,小学校・家庭。地域への理解促連合

「竹田市架け橋期のカリキュラム」(南部幼小モデルプラン)の

検証

O商部小学校教育課程案 (I年 )の見直し
・単元配列表 (十 年)の付カロ・修正
・スタートカリキュラムの見直し(幼小で)

・幼小交流活動計画の頁作成

P13

1, P14
、!P15

P35

0南部幼稚園教育課程案の見直し
・項目の検討 ・教育課程案作成

南部幼稚園・小学校の教育課程の見直し・作成

評価。改善を継続

ブロック別研修会の実施

0各国カリキュラムの作成
・施設長等研修会 (拡大作業部会)の実施
・モデル案をもとに自園のカリキュラムを見直し,作成

0各小学校カリキュラムの作成        ャ
。モデル案をもとに白校のカリキュラムを見直し,作成

各園・小学校の教育課程・指導計画等の作成

互いのカリキュラムの交流・幼小交流活動の計画・位置づけ等
⇒ r架け橋期のカリキュラム」の各校・園版作成 (ブロック別)



け橋期のカリ ュラム (南部幼小モデルプラン)

見直しの視点
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4。 年間指導計画  (南部幼稚園 5歳児)
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『スタートカリキュラム」計画。実施の留意点 *例 として第 1週 目から3週 目までを掲載
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中rdの学習活動の工夫へと移行していく。

Oはじめの時期は安はして学習がスタートできるように,音楽や

読み聞かせ,園で慣れ親しんだ体操等を1時間目におこなう。

O見通しをもってできる。視覚的に理解できる。協働的に学べる

ように安′はして学べる環境構成をおこなう。

Oペア・グループ。学級。学校全体へと関わりを広げる支援をお

こなう。
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して指導計画を立てる。

O「 園ではどうしてた?」「どう思う?」「どうしたらいいと思う?」 な

ど経験の想起・思考を促し,交流し合う言葉かけをおこなう。

*お おむね5週間をめやすとするが,子 どもの状況に應じて計画

を変更する。
*「スタートカリキュラム」の実施状況について,園 とも共有し,迫

宜見直しをおこなう。
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5.幼保こ小合同研修会

保育参観・事後研では

→保育。授業参観及び事後研
☆互いの教育の理解

☆「期待する子ども像」の検証

事霞シート ロ・強零 ( )名 前く )
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保育参観の見取りから「子どもの姿」と「環境構成や保育者の援助」を明らかにし、
小学校につながる資質靖ヒカをグループで協議していく。
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今回、初めて公開授業、研究

協議に参カロさせていただきま

した。小学 l年生の子どもが

友達の話を聞くことができて

いる姿に感ミ しました。今回
の由都幼小のカリキュラムを

元に、今の保育 (あ そび)を
再度職員で考えてみる機会を

作っていこうと思います。

(保育所)

架け橋期にねられたカリキュ

ラムを組めば、 I年生でも、

考えを持ち表現でき、伝え合
い、諷め合い、探究′はを持ち、

粘 り強く取 り組めると実感 し

た。自分の学級でも「五感」
を意識 して、様々なことに実

践 していきたい。 (小学校 )

授業の中で自分たちの経験 を

振 り返 った発言をいかに引き

出せ るか、子 どもたちも

「知ってる !経験 してる !」

と自信 を持 って伝えられる事

がよ く分かる温かい授業で し

た。 (小学校 )

「校区でつながる機会 を早 く

持 ちたいな」 「子 どもを中趙

に した話 をしていくとどんな

ものが生まれるかな」 となん

だかワクワクしてきました。

良い学びをさせてもらいまし

た。 (小学校 )

幼稚園で行ってることや幼稚
園で体験 したこと、学んだこ

とを授業に取り入れてくだ

さっており、子どもたちが生

き生きと学習している姿、主

体的に活動する姿が見 られて、

素晴 らしい授業でした。私も

幼稚園の保育について見直し

たいと思いました。また、グ
ループワークでは小学校の先

生方と実りある協議ができ、

今後も続けていきたいと思い

ました。 (幼稚園)

授業を通 して、子どもたちが

安鳶 して学びに向かっている
こと、表現 し伝え合おうとし

ているところ、 とても勉強に

なりました。協議では保育園
の先生ともお話できて、子ど

もを見る視点についてなど、
たくさん知ることができまし
た。 (小学校)

今まで、「園は園」「小学校
は小学校」 という意識がどこ

かにありました。でも、今日

の授業やワークショップを通
して、子どもにとってはつな

が りがあるので、そのつなが

りを最大FR活 かしていきたい

と思いました。 (小学校)

幼保 こ小のつなが りや継続的

な学びを見ることができまし

た。子 どもたちの気持ちや考

えがた くさん出てきて、 とて

も良い授業だ と思いました。

スター トカ リキュラムだけで

な く、 2年間 というスパンで

考 えられるよう学びを仕組ん

で行 く捲妥があると感 じまし

た。 (小学校 )

子 どもの体験、発言か ら課題

をつ くることがやは り大事だ

な と思いました。 (小学校 )

幼児期のプログラムをどのよ

うに小学校につなげていくの

かという新 しい学びがありま

した。参加 してよかったですと

(行政関係者)

年長児がいないのですが、架
け橋プログラムにつながるよ

うな保育の活動に取 り組んで

いきたいです。 (保育園)

今まで以上に幼保小が連携や

協働 しやすい環境を作ってい

ただけること、 とてもありが

たいと感じています。 (保育

園)

子 どもを真ん中にして、まず
は学校種を超えて、教職員、

関係者がつながることの大切
さを改めて感 じました。 (小

学校 )

生活科の授業を見て、幼児教

育に近いなと感 じ、幼小の逹
携・接続を感 じられる提案授

業で した。また一つ小学校を

知ることができ、日々の保育
につなげることができそうで

す。架け橋期のコーディネー

ターのお話もわかりやすく、

架け橋期のカリキュラム作成
の流れを確認でき、整理がで

きた気が します (保育所)

昨年度まで国にいた子どもた

ちのののびのびとした姿を見
て安だ しました。小学校の先

生と意見交換でき、勉強にな

りました。 (こ ども園)

公開授業での先生の言葉かけ
により、子どもが生き生きと

活動する姿がとても印象的で

した。ワークショップで小学

校の先生と幼児教育施設の先

生が普段 どうしているかとい

う話をしていて、つながりを

生む良い時間だったと思いま

す。今日学びを活かして進め

てぃきます。 (行政関係者)



遊びのプロセス 幼①  竹田市立南部幼稚園 6月 上旬(6月 8日 ～14日 )「かえるごっこ」

【ねらい】友だちとイメージを共有してT緒に遊ぶ楽しさを味わう。

【内 容】クラスみんなで同じイメージをもち,自分の思いを出しながら,遊びを創り出していくことを楽じむ。

【遊びのプロセス】 *遊びの中で育まれている資質・能力を次のように表している

子どもたちは、園庭で見つけたかえるを図鑑などで調べて,飼育し,触れたり餌をあげたりしなカドら,毎 日様子を観察している。保育者は,かえるを飼育して気付いたこと
を出し合わせたり,かえるが出てくる絵本 (紙芝居)や歌,体操を保育に取り入れたりして,子どもたちのかえるへの興味・関′せを支えている。

…

尽考力・判断力。表現力の基礎 学びに向かう力・人間性等

興味・F毒熾をもつ

」

ナ
. す.■

かえるのおうちがあるといい !

気付く,

イメージをもつ

気付く,

イメージをもつ

ほんとだ !

T何 が危ないの?

シューズをぬいで
プールに入ろう!

えヽるプールの

顔には水をかけ
ないようにしよう!

それ危ないよ。
顔を踏まれちゃうよ。

積み木を置いて水を集めたら?

プールみた
いにしよう!

水をもっとたくさん集めたい !

かえるプールで遊しSミ

気付いたことを
伝え合う

メニュー

もいるね。

水がいる!水 をもってこよう!々えヽるに,って酔 ド

じゃあ,看板がいるよ!

「かえるのおだんご
屋さん」にしよう

段ボールをいっぱいつ
なげてみんなカド入れる
広いおうちにしよう!

して遊 vSミ

T何か代わりにな
るものないかな?

“かえる思者
″

T他に何があった
ら楽しいかな?

“かえる忍者 "

公園みたいな。前に思
修行で使ちたのはどう

者
9

おうちを広くしたい
ど積み木がたりな七

け

新しい技を考えたよ!

2～ 5日 日

I日 目

やってみる

気付く,イメージをもつ

協周する

協同する

振 り返る,見通 しをもつ

考えを伝え合う,工 夫する

協周する
共感する,

協阿する気付く

振り返る,見通 しをもつ

工夫する

見通しをもつ

願いをもつ

考えを伝え合う,イメージを共有する 考えを伝え合う,

イメージを共有する

気付く

振り返る,思いや

考えを伝え合う



圃

【|〆

どの遊びの場も見渡せるようになっ

ている。子どもたちは,自 分で「“かえ

る忍者 "修行」「おうち,お 店屋さん」

「かえるプール」などの場 を選択 して

遊んでいる。場 を行き来している子ど

もや,お店屋さんごっこのお客さんにな

って,参加している子どももいる。エ
ⅢⅢ

繰り途t盤戦する

工夫する,試す

Tどうしたらよかっ
たかな?

T何か困つたこ
とはなかった?

みんなて

―

友だちとしぶつかり
そうになった。

こっちを入リロにしよ
う!

気付く

協掏亨る,線ψ選す

工夫する,試す

どれにしようか
な?コ ーヒエ味
ください。

いらっしゃい!アイス
クリームありますよ!

工夫する

粉御する

□子どもの思いが実現できるような道具 (新聞紙・大型積み木・段ボール箱など)や場の準備,使いたいときに自分たちで出して遊べるような道具
の配置,状況ti庵 じたタイミングでの素材や道具の提示を行う。

◇かえるへの興味をもち,友だちとイメージを共有して楽しめるような共通の経験をする場を設定する。
・かえるの飼育で気付いたことを共有する場 ・かえるが出てくる絵本の読み聞かせ,かえるの歌を歌う,か えるの体操等の経験 等

◇珪びが発展していくよう:こ ,様子を見ながら言葉をかけたり,子 どものつぶやきや気付きに共感したりして,周 りに広げる。

◇共通の目的を意識して遊びを進められるように,振り返りの場をもち,思いや困りを出し合い,みんなで共有したり,相談したりするよう促す。

□環境の構成。

◇援助のポイント

好奇Jむ をもち,主体的に遊ぶ。

目的を共有し,話 し合ったり,時 には折り

合いをつけたりして協力する。

・試したリエ夫したりする。
・友だちの考えに触れ,新しい考えを生み出す喜びや楽しさを知る。
・自分なりの表現をする。
・活動を振り返り,次への見通しをもつ。

【小学校以降へつながる資質・能力】

自立熾

言葉による伝え合い

「～してみたい」という自分のイメー

びの中で気付いたことや困りなどを言葉にして伝え

合う中で,相手の話を聞いて理解したり,共 感したり

している。言葉にして伝え合うことで,協 同性につな

がり,一緒に遊.Sミ 楽しさが増している。

ジや願い,遊 追徳性・規範
意識の芽生え

協同性

ル」「かえるあおうち」とぃう共通のイメージをもつ。互いの

願い,考 えなどを共有し,「 もっと～したら」「～してみたらどう

かな」と考えを伝え合う中で,その実現に向けて,イメージが

広がり,工夫したり,協 力したりして,楽しんでいる。

遊 ,Sミ 中で,「 かえるプー友だちと二緒にかえ つてるに

【 の終わりまでに育ってほしい姿」】・遊びで着 日したい「幼児期

。かえるの生態を,図鑑などで調べて理解する。
・新聞紙や段ボールなど,い ろいろな素材の性質に

気づき,イメージに合わせてつくる。
・用具の使い方を知り,使って体を動かす。



遊びのプロセス 幼② 竹田市立南部幼稚園 6見 中旬 (6月 15日 ～20日 )「シャボン主あそび」
【ねらい】自分なりに考えたり,気づいたことを友だちと伝え合ったりしながら,試行錯誤して遊ぶことを楽しむ。
【内 容】友だちと一緒に、シャボン玉液作りや、シャボン玉遊び用の道具作りをして楽しむ。
【遊びのプロセス】 羊遊びの中で育まれている資質・能力を次のように表している

子どもたちは、絵本「しゃばんだま」を見て,シャボン玉液が自分でも作ることができると知り,「やってみたい」「できるかなあ」と興味をもち,「 本当にできるかやってみよ
う」「わ～い!実験 !実験 !」 とシャボン玉作りへの関′せを高めていった。 ~∪ ~

11

思考力。判断力。表現力の基礎 学びに向かう力,人間催等

工夫する

予測する

やつてみる,試す

トロトロに
なっている!

私のは回まって
プリンみたい。

明日はどうなって
いるかな?

(せっけんの)粉を
もっと入れたらうまく
できるかも?

これでも吹
て`みよう!

シャボン玉液をもっと作る

シャボン玉液をr晩置いて様子を見る

昨日よりもたくさん
しゃばん玉できるよ!

もっとたく
作れない ９

・

ん
な

さ
か

絵本みたいにいろんなものでシャボン玉を作りたい!

他にもいろいろなシャボ
ン玉ができないかな?

へびみたい!ミ ツキーもできた I

Wノ
ヽ 」    ′

シャボン玉の中からシャボン玉!マジ`ンクみたい!

ゆっくり吹いたらできるよ !

液は市販のもの)

テープの恙など筒形のものなどを使うコ ツ――′ン 皿

(

うまくできない。

できた I

友だちとつなげる

こうするといいよ!

T今 日はシャボン玉おヾよくでき
る「魔法のシャボン玉液」を用意
したから,みんなでシャボン玉遊
び用の道具を作ってみよう。

大きいシャボン玉ができたI

私もやってみたい !どうするの?

Tすごい!おもしろいことを考えたね

Tどうやったらうまくできるか教えてくれる?

ぼくもやってみたい!どうするの?

つなげて長く
しよう!

2日 日

3～ 4

日目

l日 目

教え合う

やってみる,試す

教え合う

工夫する

願いをもつ

やってみる,試す

試す

伝え合う

工夫する

気付く

私も Aちゃんみたいなのを作 りたい。どうやるの? ‐へ共ち_ヤ ヱ̀ ア 1
.Pt



シャボン玉って,絶対丸になるんやなあ。

ハートの形にしたらハートのシャボン玉ができるかな?

次は三角にしてみよう1・
中やっばり九になる!

あれ?丸になった…・(何度も作ってみる)ハートじゃないんや―

今度 は四角にしてみよう1・ …あれ?ま た丸になった I

Tすごいことがわかったね !みんなにも教えてあげようよ !

見せて!見せてけ ご～い !

私も作ろうっと!

Tいいことに気が付いたね。みんな,ハート
の形の枠を作ったお友だちがいるよ。

振り返る 震昧 ,開鶯をも“う

予測する 教え合う

気付く

!  ツ ヽ 、
‐
 uヽ 烈 主 テく 々 、 、

‐
′、 ■ぶ oワ ″ ′ ノヽ・く卜 ,ハ つ て ′こ′

はこんな形の道具を作ったよ。他の人はどう?

振り返りの場面で,友だちの話から枠の形が変わっても,シャボン玉の形は変わらないことを知り,他の子どもたちも枠の形を変えて試す姿が見られた。その後もぅ白
えたり,友だちのものを参考にしたりしながら自分で作った道具を使い,何度もシャボシ玉作りをおこなっていた。また,自 分たちで作ったシャボン玉液でも試して

あんまりできないなあ～。」「ちょっとならできるよ。」「鏡みたいにならないと,シャボン玉はできないからなあ～。」などと,つ しSミ やく姿も見られた。

摯

‐

分

み

□子どもの「やってみたい」という思いが実現できるように,材料や道具 (石 けん,砂糖,ス チレンm,モール,紙コップやガムテープ・トイレットペーパーの

恙など様々な大きさの筒状のものなど)の 準備,使 いたいときに自分たちで出して遊べるような配置・遊びの状況に痣じたタイミングで素材や道具
の提示を行う。

◇シャボン玉への興味をもち,友 だちとイメージを共有して楽しめるような経験 (シャボン玉の絵本や歌など)を設定する。

◇遊びが発展していくように,子 どもの気付きや考えに共感して,ま わりに広げていく。

◇試行錯誤する楽しさを味わうとともに思いを実現するために「どうしたらいいか」を子どもと一緒に考える。

◇共通の目的を意識して遊びを進められるように,振 り退りの場では,作ったものを紹介したり,気付きや考えを出し合ったりして,みんなで共有するよ

うにする。

□環境の構成・

◇援助のポイント

・好奇越や探求鷲をもつ。
・何度もやってみる。
・うまくいかなくてもあきらめずにする。

・いろいろなやり方を試したり,工夫したりする。
・予想したりしヒ較したりする。
・友だちの気付きや考えに角虫れ、自分の遊びに取り入れる。

【小学校隊降へつながる資質・能力】

・石けんと砂糖を使ったシヤボン玉液の作り万おヾ分
かる。

・シャボン玉の性質に気づき,法則性が分かる。
・いろいろな道具を使って,シヤボン玉を作ると

数量や図
形への関
B哺・感覚

思考力の芽生え

シャボン玉に不思議さや面白さを感じ,い るいろなシャボ

ン玉を作ってみたいという願いをもち,自 分なりに考えたり,

予測したり,工夫したりしながら,シやボン玉の液作りや道具

作りを行ってぃる。繰り返し試す中ですシャボン玉を作る方法

やシャボン玉の性質に気付くなど,科学的思考力が芽生え

ている。

葉にする,自 分のわからないことや矢口りたいことを尋ねる,シャ

ボン玉や道具の作り方を友だちに説明するなどして活動が共

有されている。自分の気付きや考えを友だちに伝えようとする
ことで,自 分の考えがまとまったり,深まうたりするようになり,

思考力の芽生えも育まれている。

じたり考えたりしたことを言シャボン玉遊びをする

協同性

・遊びで着日したい「幼児期の終わりまでに育つてほしい姿」】



遊びのプロセス 幼③  竹田市立由部幼稚園 II月 上旬(II月 2日 ～15日 )「秋のお店屋さんごっこ」
【ねらい】秋の自然物を遊 取り入れ,友だちと考えを出し合い,工夫したり協力したりしながら,遊びを進めていく楽しさを味わう。

【内 容】秋の自然物を使って,友だちと一緒にお店屋さんごっこを楽しむ。
【邊 びのプロセス】*遊びの中で育まれている資質・能力を次のよう|こ 表している

子どもたちは,秋万バス遠足や園外保育で拾ってきた自然物を自分のあそびに取り入れて楽しんでいる。そこで保育者が「ドングリやまつばっくり,落ち葉を使ってクラ |

スみんなで何かして遊べないかな?」 と言葉をかけると,「 お店屋さんごっこをしよう!」 ということになった。

爾

題

思考力・判断力・表現力の基礎

気付く,イメージをもつ

換味・関ミをもつ 気付く,イメージをもつ

工夫する,試す

工夫する,試す

イメ盈事ともっ

Tメニュー表のことかな?
よく気づいたね !お店に何が
あるか分かるからいいね !

ラーメン屋さんがいい !

それなら,レストランにすればいい!!

いヾ いケーキ屋さん

お寿司屋さんになりたい !

私も作る!

T人が足りないね…ケーキ
もラニメンもお寿
られるお店はなし

司も食ベ
かヽな?

机を出せばいいんじゃない?

作った物を置くところがいるよ !

お店の看板がいるよ!

お店にある本みたいなのも作りたい

なんか少ない…みんなの分
がないから,も っと作らんと!

作った品物を並べる。
｀

自分のやりたいお店屋さんを選ぶ。

どんなお店屋さんにするかをみんなで相談して決める。
(お もちゃ屋さん/ペットシヨツプ/月R屋さん/レストラン)

Aくんの考えいいね !

私もやうてみたい !

どうやるの?教えて 1

TBちゃんが上手に作っ
ているよ。どうやうて
作ったか聞いてみたら?

お財布もいる!

工夫する,試す

ペットをお散歩させたい
けど,上 手くできん。

ヾ
ぃお金

Tステキなお店ができたね !

他にいるものはないかな?

この看板 ,どこに置く?

おもちゃ屋さんに、ゲーム

るところもイ乍ろう!

いいね !!

看板にもドング1'を いっぱいつけよう!

レジも作らないと!

5日 日

2～ 3日

6日 目

十日目

4日 目

願いをもつ

rキ
上

方"

中干
■
・
一鬱 共感する
一諄

工夫する,試す

協翻する
気付く

教え合う

振り返る,

見通 しをもつ

気付く,イメージをもつ 美患する

すt 鐘 と +ヽ た Eヨ ‐ ′ Ⅲヽ十 ヽウ ★ ′
`"子

ゝ _ャ ニ七 ゔ
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鮎

工夫する,試す
Tそれは困つたね・…どう

したらいいかな?

Tいい考えだね !順番は
うやって決めようか?

それがいい !

お店屋さんとお客さんを
かわりばんこにすればいいい !

のお友だちで相談する。お店屋さ

先にお客さんしてもいいよ。

お客さんがいなくて困つた。

お店屋さんとお客さんを交替しながら,

tヽ らっしゃい1かわいい
ペットとお散歩できますよ～

!

七ヽらっしゃい!た こ焼き
おいしいですよ～

1

口お店屋さんや秋の自然物に関する絵本を読み聞かせたり,絵本コーナーに設置して自由に見たり読んだりすることができるようにする。

□子どもたちが遊びやすいように,拾ってきたドングリを苅でたり,落ち葉を新聞糸印こ挟んで押し葉にしたりするなどの下準備をする。また、子どもたち

の発想が豊かになるように十分な量を用意するとともに,使いやすいように種類ごとに分けて配置する。

ロドングリやまつばっくりなどの自然物や、空き箱などの廃材、セロテープなどの道具を使いたい時に自分たちで出して遊べるように配置するととも

に、子どもの要望や状況に痣じたタイミングで素材や道具を提示する。

◇遊びが発展していくよう|こ 、様子を見ながら声をかけたり、子どもの思いや気付きに共感したりして、周りに広げる。

◇共通の目的を意識して遊びを進められるように、振り返りの場では、作った物を紹介したり、気付きや考えを出し合ったりして、みんなで共有するよう

にする。また、困りに対しては、「どうしたらいいかとをみんなで考えたり相談したりするように促し、解決策を子どもと一緒に考える。

□環境の構成

◇援助のポイント

振り返る,見通しをもつ

工夫する,試す‐

・好奇,せや探求鷲をもち,主体的に遊しSミ 。
・目的を共有し,話 し合った|),時には折り合いをつけ

たりして協力する。
・友だちのよさに気付き,自 分も取り入れて遊ぶc

言葉による伝え合い

感じたことや気付いたことを友だち同士で伝え合
い,相手の考えに共感して取り入れたり,相談して決

めたりすることで協同性が高まり,遊びがより発展し

ていっている。

・試したリエ夫したりする。
・自分なりの表現をする。
・友だちの考え:こ 触れ,新しい考えを生み出す喜びや

楽しさを知る。
・活動を振り返り,次への見通しをもったり,遊びをより
よくするためにどうしたらいいかを考えたりする。

【小学校以降へつながる資質。能力】

。お店屋さんごっこに捲要な物に気付く。
・お店屋さんごっこに蜂妥な物を作るために,い ろいろな

素材の性質や道具をうまく使い,自 分のイメージを実

現させていく。
・お店屋さんとお客さんのやり取りを楽しみながら,関わ

り方に気付く。

自然との関わり・

生命尊重

協同性

みんなでお店屋さんごっこを楽しむという共通の

目的の実現に中けて,考 えたことを伝え合いなが

ら,工夫したり,協 力したりし,充 実感をもって自分た

ちで遊びをすすめている。

社会生活との

関わり

【本活動。遊ぴで着日したい「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」】



遊びのプロセス 幼④ 竹由市立由部幼稚園 12月 上旬 (12月 5日 ～15日 )表現あそび「由幼ソーランをしよう!」

【ねらい】共通の目的に向かうて考えを出し合い,工夫して表現することを楽しみ,みんなで創りあげていく充実感を味わう。
【内 容】発表会に向けて,踊りの内容や見せ方を自分たちで考え,工夫しながら,クラス全員で表現あそびを楽しむ。
【邊びのプロセス】*遊びの中で育まれている資質・能力を次のように表している

9月 の幼小合同運動会に参加した子どもたちは,小 学生の全校リズム『 由小ソーラン』に憧れをもち,自 分たちも「踊りたい!」 という願いをもった。保育者が小学校か

らCDを借りてくると,毎 日自分たちで曲をかけ,友だち同士で教え合いながら夢中になって踊る姿が見られた。また『運動会ごっこ』でも,『 由幼ソーラン』としてプログ

ラムに取り入れ,ク ラス全員で楽しんだ。|1月 になり,発表会に向けての表現あそびを楽しむ中で,子 どもたちは「『 南幼ソーラン』をおうちの人に見てもらいたい!」 という

さらなる願いをもち,発表会のプログラムにも取り入れることになった。

十日目

駆

尽考力・半u断力・表現力等の基礎

協同する

工夫する,試す

気付く
イメージをもつ

振り速る,

見通しをもつ
2日 目

3～4日 日

振り返る,見通しをもつ

いいね !

Tどうしたらいいと思う?

僕が見えない !

やってみよう!

Tどうしたらいいかな?

前と後ろで交替したらいいんじゃない?

ぶつからないように,列 を増やしたらいい。

T運動会ごっこは外で踊ったけど,今度
はステージで踊ってみてどうだった?

T自分たちの踊りを見て,こ こが史かっ
たとか,もっとこうしたらいいとか,何
か気がついたことはあるかな?

並び方を考えないと!

狭くてお友だちにしSミ っかった

お友だちの間から顔を出すようにしたらいい。

彰sミ つからなかった !

4列 にしたら,

踊りやすかった I

お友だちが重なってよく見えない。

ステー

自分たちが踊っている動画を見る

踊りやすいよう1こ ,並 び方を考える

みんなわヾよく見えるように
,

それがいい !

工夫する,試す

Eく んもうまい。

服を作りたい!小学生が着てたの
みたいに長いのがいい !

T並び方が決まって史かったね !

他に何かいるものはな時

んヽらないところがある…。りが私 ,ま だ

Tどうやって作ろうか?

そうそう。Dくんもうまいよ

AくんとBちやんとC ん 。

それなら,う まい人が前に行けばいい。

Tそれはいい考えだね。踊りを覚えている人が
前にいたら,見ながら安鳶して踊れるね !

誰が前に来るようにする?

興味・鶴鳶をもつ

やってみる

考えを
伝え合う 振り返る,見通しをもつ

考えを伝え合う

共感する

気付く
イメージをもつ

考えを伝え合う

考えを伝え合う 工夫する,試す 共感する

顧いをもつ

ステージで踊りたい !

ハ 虐 屋 ■′′
「

｀
っ Frアう隅 屋



工夫する,試すさんみたいに作ったら?

磯

Ⅷ

いいよ!

やってみよう!

手をまっすぐ伸ばすと
,

かっこよくなるよ!

ちょっと短くしたら
踊 りやすくなった

Fちゃんのリボンかわいい !

私も作りたい!どうやって
作ったの?教えて!

衣装を着て踊ってみる

衣装を着て『 南幼ソーラン』を踊る

□子どもたちが興味をもった『由小ソーラン』の CDと CDデッキを用意し,自 分たちで曲をかけてくり返し楽しむことができるようにする。
□タブレットや大型提示装置を適用し,自 分たちの姿を客観的に見ることで,も っと史くなるためにどうしたらいいかを考えられるようにする。
□普段から多様な素材や道具に触れられるよう,ま た,使いたい時に自分たちで出して遊べるように配置しておくとともに,子 どもの要望や状況に

庵じたタイミングで必要な素材や道具を提示する。
◇子どもたちがこれまでの自分の経験をもとに考えたり,二夫したりすることができるように,タ イミングを見て声をかけるようにする。
◇保育者から働きかけるのではなく,振り返りの場をもち,子 どもたちの困りや気づきからどうしたらいいかをみんなで考えるようにする。

いいね !頭 につけるのもいるよ !

Tどうしようか?

服が長すぎて,う まく踊れなかった。

そっか…やってみる !

下のところを切って短くしたらいいんじゃない?

〔一
“，・

|― !イ|

い

ザ

6日 目

□環境の構成

◇援助のポイント

5日 目

気付く
イメージをもつ

考えを伝え合う

気付く,イメージをもつ

振り退る,見通しをもつ

考えを伝え合う

教え合う

工夫する,試す

・好奇 !せ をもち,主体的に遊ぶ。
・目的を共有し,話し合ったり,時には折り合いをつけ

たりして協力する。
・友だちの気付きや考えに共感したり,友 だちのよさ

に気付き,諷めたりする。

・気付いたことを自分なりの言葉で表現し,伝 える。
。これまでに経験してきたことを活用し,もっと史くなるた

めにどうしたらいいかを考え工夫する。
・友だちの気付きや考えを自分も取り入れ,珪びをさら
に発展させたり,新しい考えを導き出したりする。

【小学校以降へつながる資質・能力】

・発表会のプログラムとして,みんなの踊りがお客さんに

よく見えるようにするにはどうしたらいいか,もっとかっ

こよく踊るためにはどうしたらいいかに気付く。
・踊りに捲要な衣装を自分たちで作り,X要にAじて調

整する。

自立鷲 的の実現に向けて,友だちと一緒にそれまでの経

験を生かしながら考えを出し合い,工 夫して表現

することを楽しみ,自 分たちで遊びをすすめていく

ようになる。

けでなく,共通の日自分なりの表現を しむ

言葉による伝え合い

共通の目的に実現に向けて,考 えを出し合
い,工夫したり協力したりしながら,充 実感を

もってやり遂げる。また,その過程でそれぞれ
の持ち味が発揮され,友 だちのよさを諷め合

うようになる。

【本活動・遊びで者目したい「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」】



学びのプロセス～小①～

竹田市立南都小学校 1年生 4～ 5月 単元名「わくわく しょうがっこう」 (16時間)

学校=家庭及び地域の生活に関する内容 (|)「学校と生活J     自分自身の生活や成長に関する内容(8)生活や出来事の伝え合い

言葉による伝え合い

単元目標

内容

幼児教育か ら

のつなが り

【学びのプロセス】*O数字は,何時間日かを表す

。職員室にはそんなルエルがあるんだね。
・やってみたい !

どきどき

・一人でどこかに行かない。
・時間を守る。

約束 を守って、「見つけた !」 「はてな ?」 を見つけよう。

もう一回見てみたいものがあるんだね。
グループでもう一回探検 してみよう。

・体育倉庫 は色んなものがあるね。
・小学校 にも遊び道具があるね !

。理科室に骸骨がいた 1・ 料理ができるんだね。
・音楽室は楽器がいっぱい。ぃぃ音がするね。
・知 ってるお兄ちゃんたちがいるよ。

どんな約束がいる?

・校長先生の部屋も見たい。
・ モ)つ 十 日 藍 子兄刀 メ フ つ` 見 た し

学校の中を探検しよう⑤⑥

グランドを探検しよう②

小学校はどんなところかな①

発見 !び っくり?を 伝えよ う③④

探 してみたい
!

小学校 にもいるかな ?

どんな約束がいる?

学校の中も探検 したいな。

自分勝手をしない。
静かにする。邪魔をしない。

園にはどんなものがあった ?

見つけた Iは てな ?を絵 にか こう。

いもりがいた 1・ ナメクジもいる !

に入る時、 どうしてたかな ?園では先生たちのお

・勝手に入ったらダメだったよ。
・「入ってもいいですか」って聞いて

ぃたよ。

・砂場があって遊んだりで きるよ。
・滑 り合があるよ。・雲梯もあ
・三輪車であそんだりしたよ。
・ダンゴムシとか、カマキリもいた I

るよ。

・虫がもそも
・タンポポが
・七ヽっぱい見

と思 った。

してこそばゆかった。
きれいだった。

ご いつけたがあってす



・手をつないであげる。
・行 く順番とか決めておく。
・お t｀ ていかない。

迷子になった らどうしよう…
るよ。
9

′せ配なお友だちがい
どうした らいい

・音楽室からイ子こう。
・走ったらだめだよ。

学校探検 してみて どうだつたかな ?

一番長い本は何ですか ?
一番人気の本は何ですか ?

に残ったことをまとめよう。

。また行 きたい。
・学校は色んなものがあって楽 し

かった。

どんな ことを聞きたい ?

探検をしS、 りかえろう⑭

見つ けた ことをま とめよ う⑮

お話 聞きたいな ①～⑭

発見 !びっくり?を伝えよう⑨⑩

・色んな教室を使ってみたい !

・お話聞いてみたい。

・Iご くもトロフィーをとりた
いです。

,図書館の本が7000冊 も
あってびっくりしました。

見つけた !は てな ?を 絵にか こう。

小単元「あんぜんなせいかつ」は、学校行事「スクール

ガー ドの方との対面式」や道徳「がっこうまでの みち」
と関連 して行 う。

・誰に聞くか6どんな質問をするか。お話を聞くと
きの約束をきめたり確詔をしたりする時間をとる。
校長先生 (校長室)・教頭先生 (職 員室),司書さん

(図 書室)・ 養護教諭 (保健室)に聞きに行 く。

。校長室に トロフィーがあった
・骸骨を見に行つたよ。

自分たちで行 って

ゅ′,三 うたとtサ を しょうみ`ヽ`し,す
'|

tあてヽツ
′
t=

グループで行く学校探検では、自分たちだけで行くことへの不安な声が出されたが、「どうしたらいいかな ?」 と問い返すことで、自分たちでよい方

法を考え出していた。不安な気持ちだった子も、助けてくれるということが分かって安Jせ して探検できた。子どもどうしのつながりも芽生えたも

今後の学習 とのつなが り

02年生

生活 「まちが大好きたんけんたい」

03年 生

社会 「わた したちの町 と市」

◇園の様子を交流し,「 小学校はどうかな ?」 と問うことで興味・関Jせ を抱かせるようにする。また,安′む感をもうて探検できるように,図での

過ごし方や約束を交流してから,小学校での新しいきまりを確諷していく。小学校も園の廷長であることに気づかせる。

◇全体での探検では,見たものがわかるように教師が撮っておく。グルfプ活動では,それぞれが選んで探検 したり,見てきたものに違いがある
ので,自分たちでタブレットを使って写真を撮らせる。事後の振り返りでは,映像を使い共有していく。

◇振 り返 りを

(例 :T:も
毎時間行い感想やもっとやつてみたいことを尋ねることで次の時間につなげていく。
っとやってみたい ことは ?C:先 生たちにお話聞いてみたかった。 T:じ ゃあ,‐ お話聞きにいってみようか ? C:行 きたい 1)

指
導
上
の

留
意
点

《学びに向かう力・人間性等》
学校 を探検する活動 を通 して

《尽考力・判断力・表現力等》
学校を探検する活動を通 して

《知識・技能》

を る活動 を通 してを
育

・

元

て
質

単

し
資
カ

本
通

つ
能



学びのプロセス～小②～

竹田市立南部小学校 l年生 5～ 8月 単元名「されいにさいてね わた しのはな」(13時間)

【学びのプロセス】*○数字は,何時間日かを表す

・幼稚園で見た。ア
・スイカみたいなか

だよ
ね。

t｀ 。

お つちの人 にフ レセ ン ト

オ
だ

ガ
ち

サ
た
育てたいなあ !

・においはしな
。花が咲いたら
したいな。

,色水あそびもしたいな。

◎り心θ

の伝る内容の 生 や

」

ヽ｀´

】 8)生活や出来
の

自然 との関わ り 。生命尊重 言葉による伝え合い 自立趙 思考力の芽生え

単元 目標

内容

幼 児教 育 か らの

つなが り

◎じふ

双葉 と比べよう。

。双葉 と形が違 うよα
・双葉の間から出てる。

る

ご

よ

く

す

だ

　ヽ
ヽ
ん

が

ら

つヽ

よ
た

い

ち

し

て

つ
‐^す
い　
つ

先

の
蔓

ね

。

だ

い

る

長

く

く

・指で穴をあけたよ。
・白い石みたいなのがいるよ。
・水 をあげたよ。

どうやって種をまtヽ たらいい力|な ?

紐 をさわってみよう。

また葉 っぱが 出て きた !

支柱を立てよう

よた

。

寺
ヽ

一

て

あ

出

な

力

ｔ

紐
長

どうしたらいいかな

つアE |こ は

早速棒 を立てててあげよう !

なんのたねかな①

たねをまこう②③

アサガオの健康観察をしよう。④～①

アサガオ緊急会議をしよう。

変な葉っぱが出てきた !

・棒をたてるといいよ。
・鉢 を離すといいよ。
・幼稚園でもしたよ。

さ
く
元
葉

う
よ
根
双

た らへんな筋があるよ。
たいだね。

ねだ
！
ん

だ

う

紫
言ヽ

て

」見
が

つ

,大変だ !友だちと絡まっている !

・下にあるから、踏まれちゃう・・。

2年生がくれたよ。なんのたねかな

◎0心 θρ

おう。るカー ドを5つ の

張

▼

^

日田 fli双消Ⅲ、_と
,   Iw,(:Ⅲ

口半 て ■ _妨 維 国 nR井 ぐん ぐん伸びているね。



いっぱぃさぃたよ。
つばみがあるか ら咲く

・ の イし :4Lノザ` い人彰｀(単 ｀0
だ なヽい

日 の つばみが今 日咲いた !

つ た い な い !

◎ 0心 θ
昨
お

<´

アサガオに名前を付けた時か ら、小さな友達のようにお世話を始めた。毎日水をや りながら、手定規を使って生長を喜んだり、健康観察で見つけた葉や蔓、
つばみなどの成長や様子を確かめたりしていた。なによりも、最後まで大切に育てている様子が見 られた。
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◎ 0心 θ

・お世話ができるようになった。
・また、何か育てたいな。

国語科「こんなことしたよ」 と合科的
O伝えたいことを書 く。
Oアサガオが咲いて思ったことを書 く。

関連的指導

図邑
合科
O花
○自

工作科「クレヨンやパスとなかよし」と
的・関連的指導
・蔓・葉など色や形をよく見てかく。
分が触うている様子をかく。

少 し枯れてきたね

お別れが近づいてきたね。
どうしたい ?

花は咲くのかなあ ?

アサガオを育ててみて
どうだったかな ?

アサガオさんありがとう⑫O

アサガオの花で遊ばう

お花で何 したい ?

アサガオさんのアルバムをつくろう

・茶色の実がで きたよ。
・種が出てきたよ。

お花の赤ちゃんつばみを観察 しよう。

部屋が 4つ になってたよ。

ね

。

だ

ね
ん
だ

た
ん

つ
之０

育

な
に
に

風
種

な

ら
ん

か
こ
種

・もった
。何か作

ないなあ ,

たいな。

・つばみが t｀ っぱぃ。・よかった。
・つばみにも順番があるんだ

種を観察 しよう。

押 し花をしたいな。
色水遊びをしたいな。
絵にかいてみたいな

◎ 0心 θ

◇子どもの気付きから課題を設定
→子どもの困りや不思議を課題にすることで,主体的に予想 したり問題解決をしたりしていく
→その後の観察に生かす (例 :C「つばみにも色|々 ある。」T「 どれが I番に咲きそう?」 C「アイスクリームの上の部分が開いていっているよ」
「色が少しずつ出てきているからこの順番 !」 ,次の日 C「 これ,も う咲くと思うよ !ソ フ トクリ下ムだもん !」 など )

◇子どものゴールイメージから図工「アサガオの絵をかこう」や国語「こんなことしたよ (作 文)」 など合科的・間違的な指導を展開する。
◇園や家庭で育てた経験を思い出させる時間を設ける。
◇授業時間だけでなく〕遊び込めるように色水遊び等を休み時間もできるように準備をしておく。 (自 由遊びのイメージ)
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アサガオを育て る活動 を通 し
て

,

アサ ガ オ を育 て る活動 を通 し
て

,

アサガオを育てる活動 を通 して ,

本単元を
通 して育
つ資質・

能カ

今後の学習 とのつなが り
02年生 生活科

「めざせ野菜作 り名人」
03年 生以降 理科

<植物の栽培 >



学びのプロセス～小③～竹田市立由部小学校 I年生 10月 ～II月 単元名 rきせっと なかよし あき」(15時間 )

【学びのプロセス】*O数字は,何時間目かを表す

秋の自然を諸感覚を使って観察したり,自 然物を使って進んだりする滑動を通して

ことができるようにする。

身近な人 ,々社会及び自然にかかわる活動に関する内容 (4)公共物や公共施設の利用 (ら )季節の変化と生活 (6)自 然物を使った遊び

自分自身の生活や成長に関する内容         (8)生 活や出来事の伝え合い

単元日標

円 容

切 児萩 百 つ` らの

つながり

・ドングリかな?
・この木はドング1)わドありそう!

これはなんの葉かな?

材料と作り方を考えよう(グループ)⑤

グループを決めよう④

されいな色
あった !く っつき虫や !

学校の中でも探してみたいな

みんなで遊べるものを作ろう
せっかく作るならお客さんがほしい
誰を呼七Sミ ?
→幼稚園生がいいな

・一 ′術 に空 ひ た い
。喜んでくれる
。十年生になるのが楽しみになってくれるだろう

秋見つけにでかけよう① ②

秋祭りの遊び道具を作ろう④⑦③⑨

見つけたものをどうしようかな③

幼稚園生が喜んでくれる秋祭りをしよう

話し合いの結果 ,「 まとな
げ」「ドングリめいろ」「や

Pヨご歳、「培F∵星|と

っくりつり」に決定

・物を作りたいな
・遊び道具を作りたい

秋祭りの遊びを決めよう②③

・葉っぱやドングリを拾う
・月Rにくうつけて珪しSミ
・拾った葉や車 ,ドングリなどを大事そうに袋に
詰める

などする

・「ころころすべりだい」は転がす
だけではあまり面白くない
。「ナイスキャッチ」幼稚園生が
けがをする々ヽもしれない,あ彰Sミ
ないかも
。「的あて」は得点が人らないか
も
→投げる場所を変えたらいいよ

コツを使った遊び道具作りの様子
【どんぐり迷路グループ】
・ドングリの幅に合わせたドングリ
定規をつくる。

・釣り年は、長すぎてもうまく釣れな
いからだめ。

・釣り竿の竿 (こ より)は、紙を重ね
ると強くなる。どんなコツがあるかナょゝ?



‐
1・ ノ ノ ′た ハ′と こ !民

~ク
(I‐ ノ ノ ′′」

通る道をつくる
。通り道に沿って、壁をつくる。
・行き止まりやトンネル、お化けの
部屋にするために、屋根を作って
暗間にするなど工夫をし始める。
・スタートやゴ下ルを書いてあげた
らわかりやすくなるからと作りだす。

口v tr,(V′ 不日 こ ‖rOCぜ しc卜 、月 こ ロ

わせるときれいに作れる。
ドングリごまは、持つ棒の長さを短
くするとよくまわる。
道が狭かったらドングリが通らな
t｀ 。→ドングリの大きさの道をつく
る。

長い時間をかけての活動だったが,「幼稚園生が喜んでくれる秋祭りをしよう」というめあてのもと,子 どもたちは自分たちで話し合い,二夫し,遊びを創 t

いた。単元の振り返りでは,「作るのが楽しかった。」「『幼稚園生が楽しかったと』と言ってくれてうれしかった。」「ルールの説明を考えるのが難しかった。」「

見つかった。」といった感想が出された。どの子も、大変なこともあったがお客さんが喜んでくれたことが自信につながっている様子が見られた。

,出 そうとして
いろんな秋わヾ

!

お店屋さんとお客さんに分かれてやってみる
やってみて,変 えた方がいtヽ ところを見つけて伝える

「やじろべえ」は勝敗が決まらな
いから,30秒できたら合格にし
よう。

「まとあて」は担当も決めた方が
いいね。得点を教える人と,や り
方を教える人に分かれよう。

作ったおもちゃで遊んで,もっと楽しく遊べるように工夫しよう

幼稚園生が楽しめるようにルールをつくろう
。わかりやすい方がいい
。けんかにならないように など

自分たちで遊んでみよう⑩①⑫⑬
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邊びのルールをつくろう(グループ)

秋祭りをしよう(幼 小交流)④⑮*活動の計画等は,交流活動資料を参照

1,I  
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交流会の様子と秋祭りのまとめ

欝
げ

'ナ
! i

1!l i FII― ⅢⅢ ‐ i.

■il「FTT~■―
雪

時考コー
|     |

鞘

今後の学習とのつながり
O「 きせつと なかよし 彰S、 ゆ」
02年生 生活科

「作ってためして」
03年生 理科

「しぜんのかんさつ」

然

を
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だ

白
使

の
を
して

だ し然 の
つて す るだりする物を使って

然

して

だ t
の で自然の中で遊んだり,自 然物をの

りする活動を通 して

自

を
つて

の

本単元を

通して育つ

資質・能カ

◇自然の中で遊んだり,自 然のものをたくさん見つけたりできるように,適した場所に,I秋見つけ」に出分ける。
◇自然物を使って遊彰Sミ 活動ができるように,見つけてきたものがよくわかるように展示したり,作るのに十分な時間を保障したりする。
◇「秋祭りもの遊びを決める際lよ ,思考ツールを用い,話し合いにいかせるようにする。
◇同じ遊び道具を作るグループで活動できるよう1こ 配慮する。
◇道具を使うときは,安全に気を付けるように指導する。
◇作り方のヒンHこ なるように,参考資料を用意しておく。
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